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藻食性動物と栄養塩が小サンゴ群体の生存と成長に及ぼす影響 

研究実施者：◯玉井玲子・酒井一彦 

 

 サンゴ礁衰退の地域規模の要因の 1 つとして、藻食性魚類の乱獲や物質流入などの人為的

影響により、海藻の増加が促進されることが挙げられている。大型海藻が爆発的に増えて光

および空間を独占し、サンゴの成長が妨げられた結果、サンゴ優占から大型海藻優占の群集

へと相変移が起こるという仮説が世界の多くのサンゴ礁で受け入れられつつある。しかし沖

縄島周辺では大型海藻の爆発的増加は見られないため、サンゴと海藻が光を巡って競争する

という仮説は適用できない。一方我々が先行して行った野外実験により、小型の芝状海藻が

小型サンゴ群体と基盤を巡って競争し、サンゴの成長を妨げる可能性が示唆された。 

 そこで本研究では、これまで着目されてこなかった小型海藻と小型サンゴの基盤を巡る競

争関係を明らかにすることを目的とした。サンゴに対して影を作らない小型の海藻でも、基

盤を占有することや堆積物をトラップすることでサンゴの成長を妨げるという仮説の下、芝

状の小型海藻が多く出現する瀬底島のサンゴ礁にて野外実験を行った。長さ約 2cmに切った

ウスエダミドリイシの枝を約 3cm×2cmの移植基盤に接着し、約 1ヶ月間水槽で養生させた。

その後琉球大学瀬底研究施設前の礁池内に移植基盤ごと接着し、捕食など動物による影響を

排除するためケージをかけた。ケージを 2 群に分け、サンゴの周囲から海藻を除去する処理

区と対照区を設けた。海藻除去区では 1 週間~1 ヶ月に 1 度の頻度でサンゴの周囲の海藻及

び堆積物を除去した。測定は、写真からコンピュータ上で投影面積を算出する方法を用いた。 

 海藻除去の結果、サンゴの成長量は有意に

上昇した（三元配置共分散分析, p<0.001）。

2009年 8月から 2010年 2月までの 6ヶ月間

でサンゴの成長率は、海藻除去区では平均

268.5 ±13.2 (S.E.) %、対照区では平均 146.4 

±14.0 (S.E.) %であった（図 1）。 

 以上の結果より、小型海藻の増加がサンゴ

の成長を妨げることが示された。サンゴが立

体的に成長するためには、安定した接地基盤を確保することが不可欠である。また成長が遅

れた結果成熟サイズに達するサンゴが減少することは、サンゴ群集の維持更新の大きな妨げ

となる。大型海藻の繁茂は起こらずとも、藻食性魚類の減少や海水の富栄養化によって小型

海藻が増加することで、サンゴ群集の回復が妨げられる可能性は高いと考えられる。 

 最後に、度重なる野外実験の失敗により、研究結果のご報告までに長い期間を要したこと

をお詫びいたします。またその間にいただいた多大なご理解と、２度に渡る助成期間延長と

いう特別措置に心から感謝いたします。 

図 1 サンゴの成長率（投影面積の拡大率） 
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